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公立高等学校普通科における教育実践
―グローバルキャリア類型のESDによる再方向づけ―

松 井 健太朗

⚑．はじめに

本稿は、高等学校における「持続可能な社会の実現」
に向けた教育活動の実践的研究である。実践された高校
は、兵庫県南東部川西市のほぼ中心に位置する創立44年
の全日制普通科の公立高校である。⚑学年約280名が在
籍し、その約半数が大学・短大に進学する。同市の子ど
もの数は減少傾向にある。県立高校入試においては、
2015年度以降学区は拡大され、複数志願制の導入などの
影響により、実践校において第一希望志願者数は定員数
をきり多様な生徒が入学する傾向がある中で、教員は

「個に応じた教育活動」に日々努めてきている。従来か
ら潜在的に行われてきた ESD1) を、2017年度から持続
可能な学校体制に落とし込む実践が行われてきており、
本稿ではそれらの実践の中でも同校の特色として設置さ
れているグローバルキャリア類型（以下 GC 類型記）の
再編に焦点を当ててゆく。教育実践はマニュアル化が困
難で、常に成功している教育実践はあり得ないが、急速
に学校のあり方の見直しが求められる昨今において、教
育実践は自校に留めておかず、発信し続けることで、よ
り良い学校教育について検討する余地が生まれると考え
られる。

⚒．問題の所在と本稿の目的

⑴ 普通科の高等学校に求められること

高等学校では、新たな学習指導要領が2022年度から施
行される。高等学校における学習指導要領（2018）の前
文では、これからの学校には一人一人の生徒が持続可能
な社会の創り手となることができるようにすることを求
めており2)、前章でふれた本稿における教育実践校にお
いて、ESD の深化と校内組織を再編している流れと合
致しているといえる。今田（2008）も、ESD は新たに
教育概念を導入するのではなく、従来から取り組まれて
きた教育活動に再方向づけを行うものであるとしてい
る。後藤・川端（2019）や今野（2015）によると、総合
学科での教育活動の ESD による再方向付けは報告され
ている。
「技術の進展に応じた教育の革新、新時代に対応した

高等学校改革について（教育再生実行会議 第11次提
言）」の冒頭では、前章で述べた実践校でのミクロの現
状がよりマクロな視点から述べられている3)。すなわ
ち、実践校における地域での少子化は国家レベルでも起
こっているということである。人生100年時代を迎え、
AI や IoT などの技術の急速な発展に伴う Society5.0が
到来するとともに、グローバルな競争が激化する社会に
向かう中で、生徒は日々高校に通っている。手島（2017）
や大迫（2016）、坪谷（2014）らが唱えるように、これ
らの社会の急速な変化に対応できる生徒の育成をふまえ
た学校づくりが展開できるかは喫緊の課題である。従来
の「学び」を捉え直し、生涯学びつづける姿勢を身につ
けなければ、生徒だけではなく教職員も今後の社会の急
速な変化には対応できない。

そして、同提言では、「新時代に対応した高等学校改
革」と題し、現在生徒の約⚗割が在籍する普通科におい
ては、校長のリーダーシップの下、一丸となって教育改
革を推進することが重要であるとしている。また、『国
は、普通科の各学校が、教育理念に基づき選択可能な学
習の方向性に基づいた類型の枠組みを示すこととする。』
とし、その類型の例を挙げている4)。普通科の教育改革
の背景には、生徒の能力や興味・関心等を踏まえた学び
の提供という観点で課題がある場合があり、一斉的・画
一的な学びは生徒の学習意欲にも悪影響を及ぼすことを
挙げている。「現行制度では、必履修科目を全ての生徒
に履修させた上で、選択科目等を自由に開設できる制度
となっているが、多くの学校では、教育目標は掲げられ
ているものの、教育課程と十分に関連付けられていな
かったりするなど、生徒の個性や社会の人材需要等に基
づいた学校の特色を発揮しきれていないという課題があ
る。このため、全ての高等学校において、教育理念を明
確化するとともに、教育理念に基づき、生徒の受入れ、
教育課程の編成・実施、修了認定等を通じた一貫した教
育活動が行われるよう、生徒受入れに関する方針、教育
課程編成・実施に関する方針、修了認定に関する方針を
定めることとする。」とし、次章で取り上げる GC 類型
の再編に関わる教育実践は、公立高等学校普通科におけ
る再編の一例と捉えることができる。
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⑵ 実践校の特色である GC類型が抱えていた課題

実践校には GC 類型、自己探求類型、自然科学類型が
設置されている。⚒月には GC 類型を対象とした特色選
抜入試が実施され、⚓月には複数志願選抜入試が実施さ
れている。実践校で、特色選抜入試で募集する人数は定
員の10％である。入学時の類型を問わず、⚒年次からは
⚓つの類型にわかれることになっている。

2015年の創立40周年を機に、国際情報類型から現行の
GC 類型に名称が変更された（兵庫県教育委員会「平成
31年度特色ある高校づくり等まとめ」参照）。長澤

（2013）によると、国際情報類型では学校設定科目が⚒
つ設置されていた（⚒年次必修科目⚒単位・⚓年次選択
科目⚓単位）。そこでは情報科、英語科、ALT による
ティームティーチングがなされ、Skype やメールを用い
ての海外との交流をはじめとした英語の学習を行い、ま
た⚓年次では課題研究を行っていた。

執筆者は2017年に着任し、GC 類型の⚑期生がいる40
回生の高⚓生の自己探求類型の担任として兵庫県教諭の
⚕年目が始まった。2018年度から執筆者は GC 類型の再
編に携わり、2017年⚔月から2018年⚖月までの期間をか
けて、以下の課題を生徒と教職員から抽出した。

① GC 類型の方向性が明確でないがために、教職員間
で連携が取りにくい。

②学校設定科目として設置されている GCⅠ（GC 類
型高⚒生必修科目）と GCⅡ（GC 類型高⚓生選択
科目）のカリキュラムの引き継ぎが年度ごとに十分
になされておらず、主として授業担当者である各学
年の英語科によって授業内容が異なっている。

③ GC 類型を主として担任する英語科の教員が学校設
定科目を担当する際の業務量が多い。

④ GCⅠと GCⅡがカリキュラム上、連結されていな
い。

⑤ GCⅡでの課題研究は、各研究の担当教員が授業担
当者外である場合が大半であり、指導に関して温度
差がある中、高⚓生である生徒も進路選択を同時に
進める中で十分に課題研究に取り組めないケースが
発生している。

⑥海外からの留学生を受けいれた際に、一部の GC 類
型生徒しか交流できていない。

⑦海外との提携校とオンラインでの会話が実施できな
いケースがあった。

複数の GC 類型⚑期生が卒業時に、GC 類型として特
色選抜入試で入学したが高⚑生の時に校内で英語暗唱大
会があったくらいしか記憶にないと話していたことから
も、⚓年間かけての GC 類型での学びを再構築する必要
性があると強く感じられた。

GC 類型⚑期生は募集定員数を超える志願者の中から

入試を経て入学したが、GC 類型⚒期（41回）生、⚓期
（42回）生は定員を満たしていなかった。また、特色選
抜入試では学力検査が行えず、小論文・面接・実技試験
が主であることも影響し、多様な生徒が入学する実態は
GC 類型⚑期生から続いている。

以上を踏まえ、ESD の視座をもった普通科の公立高
等学校での課題解決としての実践を整理し、考察を行う
ことを本稿の目的としたい。

⚓．GC類型の再編に関わる教育実践

⑴ GC類型の⚓つのポリシー確立に向けて

（a）アドミッション・ポリシーの策定

2018年度当初に行ったことは、生徒との個人面談で
あった。⚔月から⚑ヶ月半程かけて時間を惜しまず、
GC 類型⚓期（42回）生の高⚒生60名と面談を行った。
GC 類型を⚒年次で選択した理由を聞くと、正直に「な
んとなく」、「進学に有利だと聞いた」、「英語が好き」、

「親に言われたから」、「担任の先生に薦めてもらったか
ら」、「K-POP が好きだから」などと実に多様な声が上
がった。この面談の第一の目的は、学年団外の立場の教
員が面談を行い、その内容を担任とも共有することで生
徒理解を深めることであった。そして、前章の課題にも
あげた学年団の業務負担を心理面からも軽減することで
あった。個人面談をとおして、GC 類型での学びに興味
があって類型選択を行う生徒の数を増やす必要性が見出
された。

⚕月には、⚒学年団と⚓学年団での GC 類型に対する
考え方を調査した。「⚑年の類型選択時で、生徒に GC
類型を推薦した場合、どのような生徒を推薦したか」、

「GC 類型を選択した生徒が求めているものは何か」、
「GC 類型を選択した生徒はどのような進路を希望して
いるか」、「GC 類型で困っていることは（類型の人数、
クラス編成、GCⅠや GCⅡなど）」、「学年の中で、学年
団からみた GC 類型の位置づけは（学校行事や課外活動
等、どういった活動をさせたいか、進路等）」について、
学年としての意見が集約された。

生徒との個人面談、そして学年団をはじめとする教員
の意見をもとに、GC 類型のアドミッション・ポリシー

（以下 AP 記）を起案し、管理職・各部部長・各学年主
任が揃う校務運営委員会に答申、⚗月の職員会議で「GC
類型の生徒に求める生徒像」が確定された。序文はディ
プロマ・ポリシー（以下 DP 記）が含まれている。添付
の資料⚑にあるように、AP・DP・カリキュラム・ポリ
シー（以下 CP 記）の説明にあたり「大学の場合」と記
載したが、高等学校においても活用できると考えた。
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2018年の AP 策定当時は、「技術の進展に応じた教育の
革新、新時代に対応した高等学校改革について（教育再
生実行会議 第11次提言）」を知らず、AP の策定は前節
の①で上げた GC 類型の課題を解決するための一つの手
段に過ぎなかった。結果的には同宣言の『全ての高等学
校において、教育理念を明確化するとともに、教育理念
に基づき、生徒の受入れ、教育課程の編成・実施、修了
認定等を通じた一貫した教育活動が行われるよう、生徒
受入れに関する方針、教育課程編成・実施に関する方針、
修了認定に関する方針を定めることとする。』に合致し
た。

GC 類型の AP が⚗月に策定されたことで、43回生学
年団は夏季休業中での類型選択に関わる面談時に AP を
活用する等、GC 類型の方向性に対しての職員間での意
思統一の一歩となった。また、AP 策定直後、2018年度
では最初となる⚗月に行われるオープンハイスクールを
封切りに、主に中学⚓年生やその保護者に向けての対外
的な広報にも活用された。そして、その年度の特色選抜
入試の要項には GC 類型の AP が記載され、入試内容の
傾向も AP に沿う形となった。

（b）カリキュラム・ポリシーの策定

GC 類型の DP と AP が策定された後、CP の策定に
はすぐに取り掛かれなかった。2018年度をかけて、執筆
者は学校設定科目 GCⅠと GCⅡの両方の授業を主で担
当し、その他 GC 類型に関わる全ての学校行事に関わる
中で、CP を構想していき、2019年⚔月の年度当初の職
員会議で CP を策定した。
「GC 類型で育む10の力」の策定に関しては、2022年

度から施行される学習指導要領を念頭においた。すなわ
ち、ESD に通じる「社会に開かれた教育課程」を実現
する上で、「何ができるようになるのか」の⚓つの観点
に対応するよう思案した。（図⚑参照）

石森（2013）や、P.グリフィン、B.マクゴー、E.ケ

ア（2014）、ロバータ・ミシュニック・ゴリンコフ、キャ
シー・ハーシュ＝パセック（2017）らで共通するグロー
バル教育や、世界規模で議論がなされているコンピテン
シーの要素を抽出し、実践校の資産を活かし実態に合う
形で「GC 類型で育む10の力」を確立した。（図⚒参照）
「GC 類型で育む10の力」が CP に盛り込まれること

で、西岡（2012）が唱える逆向き設計で、2019年度の学
校設定科目のシラバスを年度当初に確立する事ができ
た。

また、資料⚑内の⚒（⚒）具体的な取り組みにて、
GC 類型に関わる⚓年間の活動を横長の表にまとめた事
で、全教職員がどの時期に何が行われているのか一目で
わかるようにした。

以上の手続きを経て、GC 類型の⚓つのポリシーを策
定し、GC 類型のフレームワークが構築された。

⑵ GC類型の教育活動の拡充に向けて

（a）学校設定科目のカリキュラム再編

GCI は GC 類型高⚒生の必修科目である。特色選抜入
試入学者だけでなく、複数志願選抜入試で入学した生徒
も高⚒生から合流することから、回生によって GCⅠを
履修する生徒数は異なる。GC・ASPnet 委員長、英語
科⚒名、情報科⚑名、ALT の⚕名で授業を展開し、履
修者数に関わらず持続可能なカリキュラムが2018年度と
2019年度で確立された。授業の単元は、資料⚑内の⚒

（⚒）具体的な取り組みを参照されたい。
⚑学期には「自己理解」を深めるべく、ガードナー

（2001）の MultipleⅠ ntelligence 理論に基づく診断を行
う。また、多言語教育等を通じて「多様性への尊重」を
育む機会も設けている。白川（2019）を参考に、英語が
話されている Youtube を各生徒が好きに選択し、ジェ
スチャーも含めて英語を完全暗唱し、ALT に発表する
などのパフォーマンステストも実施した。この単元では
各生徒が憧れるロールモデルになりきる事で、キャリア
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形成を図り、授業外でも言語を学び続けられる方法を示
した。そして、国際情報類型時から引き継いでいる外部
講師によるインドネシア講座に加えて、韓国語の講座も
外部講師を招聘し、GCⅠの授業内で⚓言語の教育を展
開した。

2018年度からは、GCⅡに先立って GCⅠの⚒学期から
課題研究を実施した。高⚒生対象の GCⅠでグループ研
究を日本語で行い、高⚓生対象の GCⅡでは個人研究を
日本語と英語で行う事で、GCⅠと GCⅡを連結した。研
究テーマはこちらから与えず、白川（2019）やオーレッ
ト（2014）が唱えるアントレプレナーシップに基づき、
生徒の好奇心を引き出す事を心がけた。課題研究の評価
のひとつには、定期考査での論述問題で、「GC 類型で
育む10の力」を基にしたルーブリック評価を行なってい
る。12月には甲南大学が主催する「リサーチフェスタ」
にて、⚑月には兵庫県教育委員会が主催する「高校生国
際問題を考える日」に参加し、校外でのポスターセッ
ションを通して、生徒の自己効力感を高めるキャリア形
成を図った。リサーチフェスタでは初出場の2018年度か
ら⚒年連続で部門入賞を獲得し、2018年度の入賞数は兵
庫県下の公立高校としては最多となる⚓部門という成績
を収めた。GCⅡの履修者には、校内での講演会にて全
校生徒にプレゼンテーションを行う場も設けている。校
内外での探究学習の成果を生かし、推薦入試で合格する
GC 類型⚓期（42回）生もでるなどの変化が現れてきて
いる。

（b）学校設定科目外の教育活動の拡充

特色選抜入試入学者に対して、GC オープニングセッ
ションを2018年度から開始している。このセッションで
は、従来から行われていた英語の暗唱大会に加えて、
SDGs5) を理解するカードゲームや GC 類型卒業生によ
る留学体験談などを行い、特色選抜入試で入学したから
享受できる教育プログラムを放課後に展開している。

GC スプリングセッションは、2017年度から開始し、
高⚒生からの GCⅠでの学びを最大化すべく、春休み期
間中に⚓日間連続で校内キャンプを行なっている。2018
年度からは企業と共創し、海外から日本に留学に来てい
る大学生や大学院生を全国から招聘し、校内で英語づけ
キャンプを実施し、総合的に「GC 類型で育む10の力」
の土台を構築している。

海外からの受け入れ回数も増やした。2018年⚖月には
GCⅠの外部講師のつながりからインドネシアの高校生
や大学生、専門学生を、10月にはオーストラリア姉妹校
の男子校生徒を、2019年⚑月には韓国から ESD 関係教
職員を、11月には外務省による「日中植林・植樹国際連
帯事業」の一環として中国から⚒校の高校生を受け入

れ、学びあいを行なった。GC 類型生徒には全員が交流
する機会を設定し、また年に⚑度は類型を問わず高⚑生
の全員が交流する機会も確保し、持続可能な交流プログ
ラムが出来上がってきている。ACCU（公益財団法人ユ
ネスコ・アジア文化センター）が提供する韓国のユネス
コスクールへの派遣プログラムに教諭が⚒年連続で参加
し、管理職も中国や韓国に派遣される中で、学校全体で
取り組む校内組織体制が構築されてきている。

短期で海外に行く有志の生徒の数も増えてきている。
面談や授業を通して、海外に興味のある生徒がわかり次
第、情報を積極的に提示し、個別対応に当たっている。
2018年度に「ひょうご・ロシアハバロフスク少年少女交
流事業」で特色選抜入試入学者⚑名が高⚑時にロシア
へ、特定非営利活動法人ブレーンヒューマニティーが主
催するマレーシアでのワークキャンプに GC 類型生徒が
⚒名派遣されたことをはじめ、カナダやオーストラリ
ア、アメリカへと、学校が情報提供する様々なプログラ
ムに生徒は参加している。

その他にも、2017年度から開始された GC ゼミでは各
教員が経験してきた体験談を生徒と共有する場が放課後
に設けられている。生徒の興味関心を育み、教員が GC
類型の生徒を多方面から関わる体制が構築されていっ
た。また、GC 類型校外学習を高⚑生から高⚒生に対象
を変え、大学訪問にすることで GC 類型の生徒に大学進
学というキャリアの選択肢を体感できるようにした。

⑶ 校内組織の確立と広報活動

上述した GC 類型における学校設定科目のカリキュラ
ム再編や学校設定科目外の教育活動の拡充を実現するに
あたって、校内組織体制の確立は欠かせない。2018年度
は従来から存在した GC 委員会を毎月実施することで活
性化させ、同年に ESD に関わる ASPnet6) 委員会が立
ち上がり、2019年度からは両委員会が統合され GC・
ASPnet 委員会となっている。GC・ASPnet 委員会は、
教科を横断し、管理職・企画広報部・総務管理部・生徒
指導部・各学年団から⚒名で構成されている。石森

（2013）が指摘するように、GC 類型をはじめとした実
践校における ESD の教育活動に際しては、ホールス
クールアプローチ（学校全体で展開する方法）が不可欠
である。それぞれの教員の立場から意見が集約されるこ
とで、数多くのプロジェクトが同時並行で実現され、生
徒に還元されていく。同委員会の教員間で情報交換を密
に取り合うことで、海外派遣のプログラムが掲示されて
いる校内の案内ボードやモニターが活用されたり、海外
からの受け入れプログラムが機能したり、生徒に提供さ
れる進路の情報に幅が広がったりすることが可能とな
る。GC・ASPnet 委員長である執筆者は、ロバート・
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キーガン、リサ・ラスコウ・レイヒー（2013）やダイヤ
モンド社（2019）の書籍から学校組織のあり方を模索し
続け、オーレット（2014）や六本木未来大学（2018）、
田村（2017）の書籍から教育活動のプロジェクトの構想
を得ながら、同委員会が機能するように努めている。

また、同委員会を主で担当する企画広報部では GC 類
型に関わる広報を積極的に行なってきている。GC 類型
の教育活動が正確にかつ早く伝わるようにすべく、ホー
ムページとブログを適宜更新し、ホームページからより
詳細な活動が記載されているブログへリンクするように
している。2019年度は GC 類型に特化した学校案内を、
学校全体のパンフレットとは別に作成し、有志生徒や職
員によって地域の中学校に配布された。2019年は、兵庫
県立教育研修所が発刊する「兵庫教育」や、大学通信が
発刊する進学情報誌である「ユニヴ・プレス」、ベネッ
セ総合教育研究所による View21などの取材や執筆以来
に応じて、実践校における教育活動内容を広域にも発信
した。地元の TV 取材や、新聞の取材にも GC 類型の生
徒の声が取り上げられるなど、様々な媒体を通して広報
活動を行ってきている。富山、大分、神奈川、岐阜県の
公立高校からの視察受け入れも随時行い、近隣の中学校
と全県の高校に向けて GC 類型の探究に関わる公開研究
授業を行い、GCⅠの授業を外部にも広く公開した。

⚔．考察

以上、GC 類型の再編に関わる教育実践を整理してき
た。本稿で取り上げた GC 類型は、教育実践校において
⚓つ設置している類型の一つである。GC 類型の他の、
自己探求類型と自然科学類型にあたっても見直す必要性
がある。その際には、GC 類型での再編にあたり念頭に
置いた ESD の枠組みは不可欠である。2017年度からユ
ネスコスクール6)加盟に向けて手続きを進めている実践
校の ESD のテーマは、「交流をとおして自己効力を育む
持続可能な学び」である。2018年⚑月には生徒アンケー
トを刷新し、在学中に⚔回（入学時・⚑年末・⚒年末・
卒業時）実施している。成田他（1995）と浦上（1995）
を参照し、生徒アンケートの質問項目には、「特性的自
己効力」と「進路選択に関する自己効力」を測る尺度を
導入している。着任した年に担当した40回生が卒業する
2018年の卒業時からアンケートを実施したため、2021年
に43回生からの在学中全⚔回分のデータがはじめて揃う
ことになる。今後、教育実践を見直す一環として、生徒
の自己効力に関わる変容をよみとることが必要である。

生徒の学びに関しては、ありきたりな表現ではある
が、生徒の関心ごとをいかに引き出せるかが重要であ
る。学びに対する関心が十分に育まれてきていない生徒
が一定数いる実践校においては特に、国内外を問わず

様々な人との交流する機会を提供することが極めて重要
であると考えられる。この認識をもってこそ、GC 類型
DP にある「各生徒の関心ごとと SDGs（持続可能な開
発目標）とを結びつけ、グローバル社会で生起する諸課
題を深い人間理解と他者への共感をもって解決する、持
続可能な社会の担い手を養成すること」が達成される。
狭義の「グローバル＝英語教育」といった考え方から、
広義のグローバル教育に対する考え方を深めていくこと
も必要である。教員は学校外の社会で今後何が起こるの
かにアンテナを張り続ける一方で、日頃から生徒の生の
声を聞いて、生徒と丁寧にやりとりを行い、それらを教
員間で共有し続けることで、GC 類型の CP の見直しが
可能となる。見直しを行わなければ GC 類型の⚓つのポ
リシーは形式上のものとなり、過去に抱えていた課題が
同じように発生しかねない。

VUCA7) と表される現代の経済状況は、学校現場にも
当てはまる。「技術の進展に応じた教育の革新、新時代
に対応した高等学校改革について（教育再生実行会議
第11次提言）」の序文の最後には、「今回の提言は、教育
のみにとどまらず、我が国社会の在り方に関わるもので
あり、急速に変化する世界への対応は社会全体の喫緊の
課題です。政府におかれては、本提言を踏まえ、教育関
係者のみならず幅広く国民的な議論を深めながら、本提
言に盛り込まれた諸施策について、今が取り組むべき最
後のチャンスという危機感をもって制度改革に向け速や
かに専門的・具体的な検討を行うとともに、様々な環境
の整備に努め、その内容が着実に実現されることを期待
します。」と記載されている。このような状況において、
ダイヤモンド社（2019）で紹介されているように「組織
の存在意義をデザインする」ことが、今後教員にはより
一層求められると考えられる。少子化が進行する中、広
報と連動した学校のブランディングを行うことで、生
徒・保護者が学校に求めることと、学校が育てたい生徒
像とのギャップを埋めることができるであろう。本稿で
述べた公立の高等学校における特色ある類型の再編の教
育実践において、執筆者が常日頃念頭においていたこと
はコンサルタントであるシネック（2012）が唱える

「ゴールデン・サークル理論」であった。佐藤（2019）
も公立高校における学校組織と学校経営改革への提案と
して、経営学的手法を紹介している。「ゴールデン・サー
クル理論」を学校教育現場に適用するのであれば、各教
員が所属する学校の存在意義を認識して（「ゴールデン・
サークル理論」の Why に該当）、日々教育実践を行う
ことではないだろうか。2019年度に作成された GC 類型
の学校案内では、Our Mission と題して「15年間の中で
頑張ってきたものを、グローバルな視野をもって、もっ
ともっと輝かせたい。グローバルな舞台でチャレンジし
て、まだ見ぬ自分の可能性を広げたい。（実践校）のグ
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ローバルキャリア類型は⚓年間かけて、これらの想いに
応えます。海外や地域とつながる豊富なプログラム、そ
して ICT の力で、生徒のグローバルキャリアを実現し
ます。」と打ちだした。この Our Mission に共感して入
学し、自信を持って次のキャリアに進める生徒をどれだ
け増やすことができるか、今後検証が必要である。

注
1）『「持続可能な開発のための教育」（ESD，Education for

Sustainable Development）は、人類が将来の世代にわ
たり恵み豊かな生活を確保できるよう、気候変動、生物
多様性の喪失、資源の枯渇、貧困の拡大等、人類の開発
活動に起因する現代社会における様々な問題を、各人が
自らの問題として捉え、身近なところから取り組むこと
で、それらの問題の解決につながる新たな価値観や行動
を生み出し、もって持続可能な社会を実現していくこと
を目指して行う学習・教育活動である。』

「ESD 国内実施計画（ESD 関係者庁連絡会議）」より抜
粋
https: //www. mext. go. jp/unesco/004/detail/1359294.
htm（2019年12月13日閲覧）

2）『教育は、教育基本法第⚑条に定めるとおり、人格の完
成を目指し、平和で民主的な国家及び社会の形成者とし
て必要な資質を備えた心身ともに健康な国民の育成を期
すという目的のもと、同法第⚒条に掲げる次の目標を達
成するよう行われなければならない。

⚑幅広い知識と教養を身に付け、真理を求める態度を
養い、豊かな情操と道徳心を培うとともに、健やかな身
体を養うこと。

⚒個人の価値を尊重して、その能力を伸ばし、創造性
を培い、自主及び自律の精神を養うとともに、職業及及
び生活との関連を重視し、勤労を重んずる態度を養うこ
と。

⚓正義と責任、男女の平等、自他の敬愛と協力を重ん
ずるとともに、公共の精神に基づき、主体的に社会の形
成に参画し、その発展に寄与する態度を養うこと。

⚔生命を尊び、自然を大切にし、環境の保全に寄与す
る態度を養うこと。

⚕伝統と文化を尊重し、それらをはぐくんできた我が
国と郷土を愛するとともに、他国を尊重し、国際社会の
平和と発展に寄与する態度を養うこと。

これからの学校には、こうした教育の目的及び目標の
達成を目指しつつ、一人一人の生徒が、自分のよさや可
能性を認識するとともに、あらゆる他者を価値のある存
在として尊重し、多様な人々と協働しながら様々な社会
的変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓き、持続可能な
社会の創り手となることができるようにすることがと求
められる。このために必要な教育の在り方を具体化する
のが、各学校において教育の内容等を組織的かつ計画的
に組み立てた教育課程である。

教育課程を通して、これからの時代に求められる教育
を実現していくためには、よりよい学校教育を通してよ
りよい社会を創るという理念を学校と社会とが共有し、
それぞれの学校において、必要な学習内容をどのように
学び、どのような資質・能力を身に付けられるようにす
るのかを教育課程において明確にしながら、社会との連
携及び協働によりその実現を図っていくという、社会に

開かれた教育課程の実現が重要となる。』
「高等学校学習指導要領」前文より抜粋

3）『我が国では、現在、急速な人口減少や少子・高齢化が
進んでいます。例えば、18歳人口については、現在の約
120万人から2040年には約88万人まで減少すると予想さ
れています。このような中、地方では人口減少や地域経
済の縮小が進んでおり、地方の活力を取り戻すために
も、地方創生に国を挙げて取り組むことが喫緊の課題と
なっています。

また、我が国は健康寿命世界一の長寿社会を迎えてお
り、今後更なる健康寿命の延伸も期待されています。こ
うした人生100年時代においては、一人一人が「学びは
終わりのないプロセス」であることを意識し、生涯を通
じて社会に貢献するために、能動的に学び続けることが
重要となります。

さらに、第⚔次産業革命とも言われる、AI やロボ
ティックス、ビッグデータ、IoT といった技術の急速な
発展に伴い、我が国において Society5.0と言われる超ス
マート社会が到来しつつあります。このような社会の実
現により、我が国が世界に先駆けて様々な課題を解決し
ていく「課題解決先進国」にならなければなりません。

その一方で、AI の発達により今ある仕事の多くが消
滅したり AI に代替されたりする可能性が指摘されるな
ど、情報技術は単なる手段にとどまらず、我が国の社会
や産業、また私たちの生活環境に根本的な変革をもたら
すインパクトを有するものです。

また、世界では、人、物、情報が国境を越えて行き交
うグローバル化が急激に進んでおり、様々な分野におい
て世界の国々を巻き込んだ競争が激化しています。特
に、Society5.0の基盤となる AI、IoT などの技術の開発
に関する国際的な競争は激しさを増していますが、我が
国は、これらの分野における研究開発や専門人材の育
成・確保の面で、最先端にある国々に比べ大きく立ち遅
れています。また、国内では地域間格差も大きいことか
ら、まさに我が国は内外ともに危機的な状況にあり、国
内外で一歩を踏み出すべき瀬戸際に立っていると言えま
す。

このことが、我が国の社会の発展や経済の成長、生産
性向上への足かせともなりかねないことから、関係者が
危機感を持って速やかにこれらの分野の専門人材の育成
やデータサイエンス等に関する国民のリテラシーの向上
を図ることが必要であり、教育における取組は急務と
なっています。

今後更に加速化するであろうこうした様々な社会の変
化に対して、子供たちが受け身になることなく、その中
から積極的にチャンスを見つけ、それを活用し、活躍し
ていくことができるよう、教育を通じて必要な資質・能
力を育成していくことが大切であり、そのためには新た
な時代を見据えた教育再生を大胆にスピード感を持って
進めなくてはなりません。』

「技術の進展に応じた教育の革新、新時代に対応した高
等学校改革について(教育再生実行会議 第11次提言)」
より抜粋
http://www.mext.go.jp/kaigisiryo/2019/05/__icsFiles/
afieldfile/2019/05/21/1416597_04. pdf#search=%27 普 通
科＋高校＋特色＋第11次提言 %27（2019年12月13日閲
覧）

4）＜類型の例＞
①予測不可能な社会を生き抜くため自らのキャリアをデ
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ザインする力の育成を重視するもの
②グローバルに活躍するリーダーや国内外の課題の解決
に向け対応できるリーダーとしての素養の育成を重視す
るもの
③サイエンスやテクノロジーの分野等において飛躍知を
発見するイノベーター等としての素養の育成を重視する
もの
④地域課題の解決等を通じて体験と実践を伴った探究的
な学びを重視するもの

5）Sustainable Development Goals の略。2015年⚙月の国
際サミットで全会一致で採択された「誰一人取り残さな
い」持続可能で多様性と包括性のある社会の実現のた
め、2030年を年限とする17の国際目標。

6）ユネスコ憲章に示されたユネスコの理念を実現するた
め、平和や国際的な連携を実践する学校であり、ユネス
コが認定する学校を指す。英語名称は、UNESCO
Associated Schools Network（略称：ASPnet）であり、
文部科学省および日本ユネスコ国内委員会では、ユネス
コスクールを ESD の推進拠点と位置付けている。

7）Volatility（変 動 性）、Uncertainty（不 確 実 性）、
Complexity（複雑性）、Ambiguity（曖昧性）の単語か
ら頭文字とって作られた現代を表す言葉

資料⚑（執筆者作成）
2019.4.22 校運資料
2019.4.24 職会資料
GC・ASPnet 委員会

GC類型の方向性について

本校 GC 類型の DP※1、CP※2、AP※3 を策定することを通
して、本校生徒と教職員の共通理解を促し、特色ある教育活
動を確立します。これにより、GC 類型をはじめとした本校
の様々な課題の解決を促します。

・DP※1 (Diploma Policy)…卒業認定・学位授与の方針
ディプロマポリシーは、各大学、学部・学科等の教育理念
に基づき、どのような力を身に付けた者に卒業を認定し、
学位を授与するのかを定める基本的な方針であり、学生の
学修成果の目標ともなる。（大学の場合）

・CP※2(Curriculum Policy)…教育課程編成・実施の方針
カリキュラムポリシーは、ディプロマ・ポリシーの達成の
ために、どのような教育課程を編成し、どのような教育内
容・方法を実施し、学修成果をどのように評価するのかを
定める基本的な方針。（大学の場合）

・AP※3(Admission Policy)…入学者の受け入れに関する方
針 アドミッションポリシーは、各学校・類型がその教育
理念や特色等を踏まえ、どのような教育活動を行い、また
どのような能力や適性等を有する学生を求めているのかな
どの考え方をまとめたものであり、入学者の選抜方法や入
試問題の出題内容等にはこの方針が反映されている。ま
た、この方針は受験者が主体的に進路を選択する判断材料
の一つとなる。

⚑．GC類型の DP
＜ GC類型で、どのような生徒を育てたいか＞

各生徒の関心ごとと SDGs（持続可能な開発目標）とを結び
つけ、グローバル社会で生起する諸課題を深い人間理解と他
者への共感をもって解決する、持続可能な社会の担い手を養

成すること
（2018年⚗月 AP 作成時に策定済）

⚒．GC類型の CP
＜ GC類型で、どのような教育活動を行うのか＞

（⚑）GC 類型で育む10の力
（新学習指導要領対応ドメイン別）

・学びに向かう力、人間性等
自己理解 Self-awareness
多様性への尊重 Respect for Diversity
学習の方法 Approaches to Learning

・知識及び技能
持続可能な開発に対する理解
Understanding Sustainable Development
英語力 The use of English
情報・ICT リテラシー The use of ICT

・思考力・判断力・表現力等
協働する力 Social Intelligence
コミュニケーション能力 Communication
クリティカルシンキング Critical Thinking
課題解決能力 Problem-Solving

（⚒）具体的な取り組み（下の図を参照）

（⚓）GC 類型のみで開講される授業の特徴
① Team Teaching での密な授業
② ICT の活用
③多言語教育（英語・インドネシア語・韓国語）
④国際交流
⑤校内外での発表を見据えた探究基盤の課題研究

（⚔）GC 類型の教育活動実施主体…GC 類型担任、GCⅠ及
び GCⅡ授業担当者、GC・ASPnet 委員会

（⚕）GC 類型の学習評価
GC 類型での学びは、知識が実社会との関係の中で切り離

さ れ た も の で も な く、実 社 会 で 意 味 を も つ「真 正 の
（authentic）」のものへ変えていくという構成主義的な学習・
評価観に立脚する。この「真正の評価」では、生徒の学びを
促進し、同時に社会に対する説明責任を果たすようつとめる
ものとする。

時期別
・診断的評価…GC 類型基本調査用紙記入、GC オープニン

グセッション、GC 面談、各授業オリエン
テーション時

・形成的評価…GCⅠ・GCⅡでの授業をはじめとした教育活
動中においてのリフレクション

・総括的評価…GCⅠ・GCⅡでの定期考査、評定

方法
・定期考査（選択回答式問題を含む筆記・論述問題）・レポー

ト課題・パフォーマンス課題・実技・ポートフォリオ・自
己評価・リフレクション・観察法

（⚖）その他
グローバルキャリアに関連する課外活動には、GC・

ASPnet 委員会が個に応じた質のある教育を実施する。
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⚓．GC類型の AP
＜ GC類型で、どのような生徒を求めるのか＞
兵庫県立川西明峰高等学校グローバルキャリア類型では、

各生徒の関心ごとと SDGs（持続可能な開発目標）とを結び
つけ、グローバル社会で生起する諸課題を深い人間理解と他
者への共感をもって解決する、持続可能な社会の担い手を養
成することを目的としています。そのために、次のような生
徒を求めています。
グローバルキャリア類型の求める生徒像
⚑．授業を中心としたあらゆる教育活動に主体的に取り組

み、学校・学年の代表を担う生徒
⚒．国内外を問わず様々な人と連携・協働し、積極的にコ

ミュニケーションを行う資質を有する生徒
⚓．人文・社会科学における基本的な理解を深め、論理的思

考力を鍛えることによって、科学的に考察し、英語と
ICT を用いて表現する能力や態度を身に着ける意欲の
ある生徒

（2018年⚗月に策定済）
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